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優
勝
し
会
頭
杯
を
手
に
す
る

㈱
阿
部
製
作
所
の
阿
部
正
弘
様

　
人
口
全
体
が
減
り
高
齢
化
が

進
む
中
、
生
産
年
齢
人
口
（
15

歳
〜
65
歳
）
は
ど
ん
ど
ん
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
に
は
、

働
き
手
の
数
が
足
り
な
い
と
い

う
労
働
力
と
、
経
営
に
近
い
と

こ
ろ
を
担
う
高
度
人
材
と
い
う

二
つ
の
側
面
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
特
に
後
者
に
つ
い
て
、
私
た

ち
中
小
企
業
の
経
営
者
は
「
う

ち
の
会
社
に
は
で
き
る
社
員
が

い
な
い
ん
だ
よ
な
」
と
か
「
う

ち
に
は
い
い
人
が
来
て
く
れ
な

い
ん
だ
」
と
か
つ
い
つ
い
愚
痴

を
言
い
が
ち
で
す
。
ど
う
し
た

ら
「
い
い
人
」
が
来
て
く
れ
る

の
で
し
ょ
う
？
「
い
い
人
」
は

「
い
い
会
社
」
を
選
ぶ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
輝
い
て
い

　
10
月
５
日（
木
）、
経
済
活
動

も
本
格
的
に
回
復
に
向
か
っ
て

き
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
所
で

は
小
田
原
湯
本
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
て
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
、
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と

の
連
携
事
業
の
第
一
弾
、「
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
で

な
い
会
社
や
店
に
は
輝
く
社
員

は
来
な
い
と
思
う
の
で
す
。
な

い
物
ね
だ
り
を
す
る
前
に
や
る

べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
、
今
い
る

社
員
さ
ん
を
輝
か
せ
る
努
力
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
今

は
ま
だ
ち
ょ
っ
と
物
足
り
な
く

て
も
い
い
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い

る
可
能
性
を
感
じ
る
社
員
は
い

る
は
ず
で
す
。
そ
の
人
に
成
長

す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
も
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　

　
と
い
う
こ
と
で
㈱
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と

の
連
携
事
業
の
第
二
弾
と
し
て

Ｂ

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

社
員
を
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
輝
か
せ

る
）
と
い
う
思
い
を
込
め
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
各
社
か

社
会
貢
献
を
」
と
銘
打
ち
、
参

加
者
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
募
り
、

頂
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
て
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ
ル
の
チ

ケ
ッ
ト
や
応
援
グ
ッ
ズ
等
を
購

入
し
、
市
内
の
児
童
養
護
施
設

「
ゆ
り
か
ご
園
」
で
暮
ら
す
子

供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
大
会
当
日
は
、
秋
の

心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が
ら
、

会
員
同
士
の
交
流
・
親
睦
を
し

つ
つ
一
日
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
左
記
の
通
り
で

す
。

優
　
勝
　
㈱
阿
部
製
作
所

　
　
　
　
　
　
阿
部
正
弘
　

様

ら
出
し
て
い
た
だ
く
社
員
さ
ん

25
名
と
ベ
ル
マ
ー
レ
の
イ
ン
タ

ー
ン
の
学
生
さ
ん
と
で
５
つ
の

チ
ー
ム
を
作
り
、
そ
の
チ
ー
ム

で
２
ヶ
月
に
亘
る
勉
強
と
活
動

を
通
し
て
、
ベ
ル
マ
ー
レ
が
投

げ
か
け
る
当
地
の
社
会
課
題
を

ど
う
解
決
す
る
か
の
プ
ラ
ン
を

作
り
上
げ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

一
人
15
万
円
の
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
ベ
ル
マ
ー
レ
が
提
携
し

て
い
る
こ
の
手
の
研
修
に
特
化

し
実
績
の
あ
る
会
社
か
ら
派
遣

さ
れ
る
講
師
陣
が
き
び
し
く
や

さ
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

私
た
ち
中
小
企
業
で
は
会
社
の

規
模
故
に
、
社
内
で
の
自
前
の

研
修
が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で

す
。
こ
の
Ｂ

－

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

通
じ
て
、
他
社
の
社
員
と
他
流

試
合
で
切
磋
琢
磨
す
る
い
い
機

会
に
な
り
ま
す
。
投
資
効
果
は

期
待
し
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
人
は
と
思
う
社
員

さ
ん
を
こ
の
研
修
に
送
り
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
企
業
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期

の
消
費
活
動
の
活
性
化
に
応
じ

た
事
業
展
開
が
必
要
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
必
要
と
な

　
も
う
ひ
と
つ
は
副
業
人
財
の

活
用
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
側
面

で
大
企
業
と
我
々
中
小
企
業
の

格
差
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い

ま
す
。
特
に
人
財
は
。
大
企
業

で
は
、
賃
金
を
上
げ
、
多
様
な

働
き
方
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
中
小
企
業
は
な
か
な
か

賃
上
げ
が
で
き
ず
、
毎
日
決
ま

っ
た
場
所
と
時
間
に
来
な
い
と

駄
目
と
言
っ
て
い
る
と
、
い
い

人
材
は
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
。

と
い
う
の
が
実
態
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
で
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
、
仕
事
の

仕
方
の
刷
新
、
さ
ら
に
は
従
来

の
事
業
の
再
構
築
や
新
規
事
業

へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

今
、
こ
れ
ま
で
自
社
で
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
材
だ
け
で

勝
負
で
き
る
か
と
い
う
と
な
か

な
か
難
し
い
と
い
う
の
が
中
小

企
業
の
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
　
と
は
い
え
、
そ
れ
ら

を
担
っ
て
く
れ
る
優
秀
な
人
材

に
い
き
な
り
年
収
１
千
万
と
か

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
販
売
促

進
、
商
品
企
画
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
優
秀
な
人
材
は
都
市
部

の
大
企
業
に
集
中
し
不
足
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高

騰
等
の
煽
り
を
受
け
る
中
で
は
、

新
た
な
人
材
の
確
保
は
よ
り
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
所
は
、
新
た
な

事
業
展
開
に
必
要
な
人
材
を
、

低
廉
で
業
務
内
容
・
従
事
日
数

を
限
定
し
た
副
業
と
い
う
形
で

確
保
し
、
市
内
中
小
企
業
の
事

業
活
動
に
生
か
し
、
地
域
経
済

活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
都
市
部
の
大
企
業
に
集
中

し
が
ち
な
限
ら
れ
た
人
材
の
能

力
を
活
用
で
き
る
、
社
会
的
意

義
の
あ
る
地
域
貢
献
の
場
を
創

出
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
小

田
原
市
・
㈱
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス

の
３
者
に
て
『
副
業
人
材
活
用

支
援
事
業
』
に
係
る
、
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
支
援
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、

①
事
業
周
知
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

②
事
業
者
の
募
集
・
事
業
者
が

求
め
る
人
材
の
把
握
等
、
募
集

に
係
る
調
整
③
求
人
広
告
掲

載
・
副
業
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
、
当
所
で
は
、

11
月
６
日（
月
）に
今
回
の
連
携

先
で
あ
る
㈱
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス

の
担
当
者
を
招
き
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。（
内
容
等
に
つ

い
て
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

　
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

マ
ル
経
融
資
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
３
月
末
日
ま

で
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
延
長
に
伴
い
、
融
資
後
３
年

目
ま
で
の
金
利
の
引
下
げ
幅
が

縮
小
さ
れ
、基
準
利
率
の
▲
０
・

５
％
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
に
は
、
条
件
が

ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
当
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

－

南
関
東

神
奈
川
事
業
部
神
奈
川
西
支
店

支
店
長
　
丹
治
淳
子
氏

　
令
和
５
年
10
月
１
日
付
け
を

も
っ
て
、
前
任
の
泉
　
安
理
氏

に
代
わ
り
１
号
議
員
に
就
任
。
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職
務
執
行
者

変
更
の
お
知
ら
せ

準
優
勝
　
㈱
柴
橋
商
会

　
　
　
　
　
　
坂
東
　
憲
　

様

３
　
位
　
㈱
峠
製
作
所

　
　
　
　
　
　
峠
　
千
秋
　

様

を
開
催（
10
月
５
日
）

会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
を
目
的
に

「
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」

当
所
は
、
小
田
原
市
・
㈱
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス
の

３
者
に
て
「
副
業
人
材
活
用
支
援
事
業
」
に

係
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

当
日
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
も
実
施

新型コロナウイルス対策
マル経融資が延長
（令和6年3月31日まで）

２
千
万
の
高
給
を
支
払
う
こ
と

も
難
し
い
し
、
そ
も
そ
も
来
て

く
れ
な
い
と
い
う
現
実
の
中
で

解
決
策
の
ひ
と
つ
が
「
副
業
人

財
の
活
用
」
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
わ
け
で
す
。

　
ま
ず
は
当
所
で
や
っ
て
み
よ

う
と
、
昨
年
度
は
３
名
、
今
年

度
は
２
名
の
副
業
人
材
を
採
用

し
た
こ
と
は
報
告
の
通
り
で
す
。

大
企
業
（
必
ず
し
も
大
き
な
会

社
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
）
に
勤
め
な
が
ら
、
リ
モ
ー

ト
と
リ
ア
ル
と
い
う
勤
務
形
態

を
組
み
合
わ
せ
て
、
雇
用
関
係

で
は
な
い
業
務
委
託
と
い
う
形

で
、
課
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
も
ら
い
ま
す
。
所
員
に
と

っ
て
も
所
外
、
域
外
の
視
点
を

学
ぶ
こ
と
が
い
い
刺
激
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
し
、
何
よ
り
、

一
般
の
コ
ン
サ
ル
に
あ
り
が
ち

な
高
額
の
提
案
書
を
提
出
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
、
所
員
と
併

走
し
て
よ
り
具
体
的
に
動
い
て

く
れ
る
こ
と
が
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

「
副
業
人
材
活
用
支
援
事
業
」

連
携
協
定
締
結
式

（
右
：
㈱
み
ら
い
ワ
ー
ク
ス

岡
本
社
長
）

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

報
酬
と
い
う
よ
り
、「
面
白
そ
う
、

地
域
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
、

小
田
原
箱
根
が
好
き
、
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
り
た
い
」

な
ど
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
を
磨
き
た
い
と

い
う
優
秀
な
人
財
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
働
く

と
い
う
こ
と
に
新
し
い
価
値
観

（
自
分
の
能
力
を
社
会
課
題
の

解
決
に
ど
う
活
か
せ
る
か
と
い

う
物
差
し
で
仕
事
や
会
社
を
選

ぶ
）
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
践
す

る
働
き
方
を
選
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
財
を
中
小
企
業
に

迎
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
行
政

の
協
力
を
得
て
新
た
な
仕
組
み

を
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
に
な
り

ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
と
業
務
改
革
、

商
品
開
発
の
促
進
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
刷
新
、
新
規
事
業
の

企
画
、
人
事
制
度
の
見
直
し
な

ど
が
課
題
だ
と
い
う
方
、
あ
る

＊
チ
ャ
リ
テ
ィ
へ
ご
協
力
頂
い
た
事
業

所
（
順
不
同
）

㈱
鈴
廣
蒲
鉾
本
店
、
小
田
原
箱
根
観
光

㈱
、
真
鶴
町
商
工
会
、
箱
根
町
観
光
協

会
、
㈱
ま
る
だ
い
運
輸
倉
庫
、
神
奈
川

パ
ー
ク
ス
㈱
、
㈱
吉
池
旅
館
、
㈱
峠
製

作
所
、
㈱
阿
部
製
作
所
、
行
政
書
士
法

人
小
関
事
務
所
、
㈱
ミ
ク
ニ
、
㈱
東

海
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス
、
㈱
コ
バ
ヤ
シ
、

溝
口
久
、
㈱
報
徳
会
館
、
清
水
建
設
㈱
、

㈱
神
奈
川
ナ
ブ
コ
、
三
菱
電
機
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
、
㈲
ケ
ー
オ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
、
ヤ
ブ
タ
塗
料
㈱
、
㈱
柴
橋
商
会
、

㈲
成
和
、
㈲
伝
々
設
備
工
業
、
㈱
ジ
ャ

ス
ト
オ
ー
ト
リ
ー
シ
ン
グ
、
㈱
西
山
製

作
所
、
瀬
戸
建
設
㈱
、
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
㈱
、
㈱
栄
弘
、
㈱
小
田
原
百

貨
店
、
小
田
原
ガ
ス
㈱
、
㈱
丸
江
、
小

田
原
紙
器
工
業
㈱
、
万
葉
倶
楽
部
㈱
、

箱
根
登
山
鉄
道
㈱
、
ヤ
オ
マ
サ
㈱
、
㈱

朋
栄
、
サ
ン
ネ
ッ
ト
㈱
、
小
田
急
不
動

産
㈱
、
㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
、
司
建
設
㈱
、

㈱
ダ
イ
ト
ー
建
設
不
動
産
、
菊
川
運
送

㈲
、
箱
根
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合
、

エ
ヌ
ケ
イ
ジ
ェ
イ
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

富
士
屋
ホ
テ
ル
㈱
、
㈱
小
田
急
リ
ゾ
ー

ツ　
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
は
、
経
営
上
の
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
る
人
が
欲
し
い
方
な
ど
、

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
社
内
だ
け
で
は

得
に
く
い
知
恵
を
、
コ
ス
ト
を

抑
え
つ
つ
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
、

手
に
入
れ
る
い
い
方
法
だ
と
思

い
ま
す
の
で
。

会
頭
コ
ラ
ム
（
第
95
回
）

会
頭
　
鈴
木 

悌
介

人
手
不
足
の
世
の
中
に

（
10
／
10
㈫
）

年に１回の法定健康診断（義務）は、
小田原箱根健診クリニックで。

（小田原駅直結、ミナカ小田原内）

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

〒250-0011 小田原市栄町1-1-15 ミナカ小田原 7 階

ご予約はお電話にて　℡ 0465-24-0077

法定健康診断 14,000 円（税込）
深夜業健康診断 5,900 円（税込）
簡易健康診断 5,900 円（税込）

小田原市、箱根町の経営者の皆様へ
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箱根町長・副町長と正副会頭との懇談会
挨拶をする鈴木会頭（9/25)

ゆ
た
か
フ
ラ
ワ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ
　
代
表
　
髙
橋
　

豊
　

氏

　
今
年
９
月
18
日
、
小
田
原
市

本
町
に
生
花
店
「
ゆ
た
か
フ
ラ

ワ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ
」
を
開
業
さ

れ
た
髙
橋
　
豊
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
は
27
年
間

日
比
谷
花
壇
に
勤
務
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
著
名
人
の

冠
婚
葬
祭
の
チ
ー
フ
を
担
う
な

ど
重
責
を
担
い
ま
し
た
。

　
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

約
１
５
０
０
件
以
上
担
当
さ
れ
、

人
々
に
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や

体
験
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
「
小
田
原
箱
根
大
博
覧

会
」
を
８
月
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
も
、
様
々

な
体
験
や
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
、
こ

の
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま

す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

な
り
わ
い
体
験

【
実
施
期
間
】

11
月
30
日（
木
）ま
で

※
個
別
の
体
験
の

実
施
日
時
は
各
体

験
ペ
ー
ジ
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
実
際
の
仕
事
や

サ
ー
ビ
ス
に
触
れ

　
当
所
で
は
、
小
田
原
と
箱
根

エ
リ
ア
の
な
り
わ
い
と
地
域
の

持
つ
伝
統
や
魅
力
を
多
く
の

冠
婚
葬
祭
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
き
た
フ
ロ
ー
リ
ス
ト

で
空
間
装
飾
を
得
意
と
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
独
立
し
て
店
舗

お
渡
し
型
の
季
節
の
花
の
サ
ブ

ス
ク
販
売
を
中
心
と
す
る
生
花

店
を
開
業
し
ま
し
た
。

　
開
業
の
イ
ロ
ハ
を
学
び
に
初

め
て
会
議
所
を
利
用
さ
れ
た
の

は
４
月
中
旬
。
定
期
的
に
ご
来

所
さ
れ
、
創
業
担
当
の
経
営
相

て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
、

小
田
原
・
箱
根
の
な
り
わ
い
の

紹
介
や
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
広
く
域
外
か
ら

も
人
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
㈱

リ
ク
ル
ー
ト
が
運
営
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
予
約
サ
ー
ビ
ス
「
じ
ゃ

ら
ん
　
遊
び
・
体
験
」
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

小
田
原
・
箱
根
の

　
　
　
　
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー

【
日
程
】

11
月
28
日
（
火
）・
11
月
30
日

（
木
）（
箱
根
）

12
月
７
日
（
木
）・
12
月
12
日

（
火
）（
小
田
原
）

【
場
所
】

宮
ノ
下
エ
リ
ア
（
箱
根
）

板
橋
・
南
町
エ
リ
ア（
小
田
原
）

　
小
田
原
市
内
、
箱
根
町
内
の

歴
史
的
資
源
・
観
光
資
源
の
Ｐ

Ｒ
並
び
に
産
業
観
光
の
再
発
掘

を
目
的
に
、小
田
原
で
は
板
橋
・

南
町
エ
リ
ア
に
残
る
明
治
・
大

正
時
代
の
庭
園
と
周
囲
の
産
業

を
、
箱
根
で
は
宮
ノ
下
エ
リ
ア

の
歴
史
と
そ
れ
に
関
連
す
る
産

業
を
中
心
と
し
た
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

談
員
が
経
営
、
財
務
、
人
材
育

成
、
販
路
開
拓
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
学
び

た
い
と
要
望
を
い
た
だ
き
、
当

所
の
無
料
専
門
家
派
遣
制
度
を

活
用
し
、
税
理
士
を
派
遣
。
更

に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
も
図
る
べ
く
同

制
度
を
活
用
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
も
ご
相
談
い
た

だ
き
、
知
識
の
積
み
上
げ
も
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
当

所
主
催
の
公
的
融
資
相

談
会
も
ご
案
内
し
、
予

約
。
創
業
計
画
・
収
支

計
画
の
策
定
支
援
を
行

い
、
相
談
会
に
て
融
資

の
申
込
み
を
し
、
晴
れ

て
融
資
実
行
と
な
り
開

業
に
至
り
ま
し
た
。

　「
開
業
の
準
備
で
不

安
な
中
で
、
経
営
相
談

員
と
相
談
し
た
り
、
専

門
家
か
ら
知
識
を
吸
収

ま
ち
づ
く
り
・
の
り
も
の
　

　
　
　
　
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

【
日
程
】

11
月
18
日（
土
）

【
場
所
】

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

※
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト
正

面
店
頭
特
設
会
場

　
建
設
業
・
不
動
産
業
や
交
通

運
輸
業
の
な
り
わ
い
を
周
知
す

る
と
と
も
に
、
将
来
の
担
い
手

で
あ
る
子
供
た
ち
に
各
業
界
の

仕
事
と
触
れ
合
う
機
会
を
提
供

す
る
た
め
に
、
特
設
会
場
を
設

け
て
各
ブ
ー
ス
に
て
重
機
や
バ

ス
・
パ
ト
カ
ー
等
の
試
乗
体
験

や
お
仕
事
体
験
を
行
い
ま
す
。

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
い
に

役
立
ち
ま
し
た
」
と
晴
れ
や
か

な
表
情
で
語
っ
て
お
ら
れ
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

　
花
の
サ
ブ
ス
ク
（
月
２
５
０

０
円
〜
）
や
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
、

ギ
フ
ト
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
幅
広
く

展
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
店

を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
ゆ
た
か
フ
ラ
ワ
ー
オ
ブ
ラ
イ

フ
】

小
田
原
市
本
町
２
丁
目
３

－
４

（
駐
車
場
２
台
あ
り
）

☎
０
９
０（
１
６
１
３
）５
６
３
５

受
付
時
間
　
13
時
〜
18
時
（
火

曜
日
・
日
曜
日
の
休
業
日
を
除

く
）

　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
は
、
小
規
模
事
業
者
な
ど
の

持
続
的
な
経
営
に
向
け
た
経
営

計
画
に
基
づ
く
、
販
路
開
拓
な

ど
の
取
組
み
や
、
そ
れ
と
併
せ

て
行
う
業
務
効
率
化
（
生
産
性

向
上
）
の
取
組
み
を
支
援
す
る

た
め
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
国
の
事
業
で

す
。
第
14
回
の
申
請
受
付
締
切

が
令
和
５
年
12
月
12
日（
火
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
通
常
枠

補
助
上
限
50
万
円

（
補
助
率
２
／
３
）

●
賃
金
引
上
枠

補
助
上
限
２
０
０
万
円

（
補
助
率
２
／
３
　
※
赤
字
企

業
は
３
／
４
）

●
創
業
枠

　
９
月
25
日（
月
）、
箱
根
町
役

場
に
て
、
箱
根
町
長
・
副
町
長

と
正
副
会
頭
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
懇
談
会

で
は
、「
観
光
事
業
者
を
は
じ

「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
の
支

援
」
を
受
け
た
創
業
３
年
以
内

の
方
　
上
限
２
０
０
万
円

（
補
助
率
２
／
３
）

●
卒
業
枠

当
補
助
金
実
施
で
従
業
員
数
が

小
規
模
事
業
者
の
枠
を
超
え
る

方
　
上
限
２
０
０
万
円

（
補
助
率
２
／
３
）

●
イ
ン
ボ
イ
ス
枠

免
税
事
業
者
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
に
な
る
方
　
上
限

１
０
０
万
円（
補
助
率
２
／
３
）

●
申
請
期
間

12
月
14
日（
火
）
ま
で

●
申
請
方
法

郵
送
又
は
ｊ
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ

（
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

め
と
し
た
町
内
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
再
生
と
強
化
に
つ
い

て
」「
箱
根
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

計
画
に
つ
い
て
」「
働
き
手
の

確
保
に
つ
い
て
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
懇
談
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
最
初
の
テ
ー
マ
で
は
、「
国

内
観
光
需
要
の
回
復
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
で
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返

済
開
始
や
原
材
料
高
騰
な
ど
の

コ
ス
ト
負
担
が
高
ま
っ
て
い
る
。

箱
根
の
事
業
者
の
中
に
は
、
そ

の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者

も
多
い
。
今
後
の
新
た
な
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
意
見
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
働
き
手
の
確
保
に

　
神
奈
川
県
の
職
業
訓
練
校

「
東
部
総
合
職
業
技
術
校
（
か

な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
東
部
）」
で

は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
働
く
皆
様

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
技
術
習

得
に
役
立
つ
講
座
を
多
数
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
企
業
で
働
く

方
々
を
対
象
と
し
た
訓
練
講

座
・
資
格
取
得
や
実
務
に
役
立

つ
講
座
な
ど
、
多
分
野
の
講
座

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
か
な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
東
部

（
東
部
総
合
職
業
技
術
校
）
に

お
い
て
は
、
主
に
中
小
企
業
等

に
在
職
中
の
方
を
対
象
と
し
て
、

企
業
に
お
け
る
技
術
・
技
能
の

つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
中

で
は
、
ど
の
よ
う
に
人
材
を
今

後
確
保
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
幅
広
く
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。「
現
在
、
箱
根
町
で
は
、

補
助
金
を
拡
充
し
て
、
求
人
広

告
へ
の
掲
載
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

セ
ー
ル
ス
を
す
る
な
ど
し
箱
根

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
ま

た
、
箱
根
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
協

同
組
合
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
で

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
都
内
で
人
材

を
募
集
す
る
事
業
も
実
施
し
て

い
る
」
と
い
う
話
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
当
所
で
も
、
人
手
不
足
は
、

箱
根
の
み
な
ら
ず
小
田
原
で
も
、

深
刻
な
問
題
と
捉
え
、
合
同
企

業
説
明
会
や
面
接
会
の
開
催
、

定
期
的
な
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
担
当

者
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
当
所
で
は
、
こ
の

よ
う
な
懇
談
会
を
実
施
し
、
事

業
者
の
皆
様
が
商
売
を
し
や
す

い
環
境
作
り
の
た
め
取
組
ん
で

参
り
ま
す
。

継
承
や
向
上
、
企
業
で
働
く
皆

様
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す

る
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
在
職
者
訓
練
）」
を
開
催
し
ま

す
。

　
今
の
仕
事
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
、
ま
た
新
し
い
分
野
の

仕
事
に
取
り
組
む
た
め
、
高
度

熟
練
技
能
者
の
技
を
習
得
す
る

た
め
な
ど
に
ご
活
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
詳
細
・
申
込
は
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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「小田原箱根大博覧会」特設サイトを開設

多
く
の
人
で
賑
わ
う 

ま
ち
づ
く
り
・
の
り

も
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア
（
昨
年
の
様
子
）

創業者連載
季節の花々のサブスクを展開
　　　　お花の楽しいを伝えます

ゆたかフラワーオブライフ　代表　髙橋 豊 氏

小
田
原
・
箱
根
の
元
気
を
発
信開

催
中

「
小
田
原
箱
根
大
博
覧
会
」

是
非
、
ご
参
加
を
!!

箱
根
町
長
・
副
町
長
と

正
副
会
頭
と
の
懇
談
会

働
き
手
の
確
保
等
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換

（
申
請
期
限
　
令
和
５
年
12
月
12
日
）

申
請
は
お
早
め
に

(9月25日)

報 告

第12回
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

東
部
総
合
職
業
技
術
校

  

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　（
か
な
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
東
部
）

開
催
中

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
月
号
の
青
年
部
広
報
紙
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。

人と医療の間に「治す責任診療」
（第41回母指堂標語）

鍼灸
　指圧
　　接骨
安心の保険診療  交通事故 労災 鍼灸指圧の保険適応症
専門医連携の責任診療  骨折 脱臼 捻挫 打撲 肉離れ
Tel. 0465-66-5544　　朝８時～夜９時

●アクセス●
小田原駅東口⑦番バス国府津行
「小田原東高」停留所　P50台
●診療項目●
 鍼灸マッサージ　整骨　整体　矯正
カイロプラクティック　オステオパシー
      　　　医薬品登録販売者エコー検査

笑 顔 の 輝 き
・ 笑顔は元手いらず
利益は莫大である

・ 笑顔は減る事なし
送られた人豊かに

・ 笑顔は大金持ちも
これなく暮らせず

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、バランス・スコア・カードによる経営戦略
●経営者に必須の計数管理知識など

後継ぎ教育、先送りしていませんか？
マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記まで
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 10名
2023年4月～2025年2月　随時募集
毎月第2火曜日　18:30～20:30

税理士法人エナリ　（株）ブレイン・スタッフ
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こ
の
要
件
の
一
つ
が
、
年
収

１
０
６
万
円
（
月
額
８
・
８
万

円
）
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
年

収
１
０
６
万
円
を
超
え
る
と
扶

養
を
外
れ
て
自
ら
社
会
保
険
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　「
１
３
０
万
円
の
壁
」

企
業

の
従
業
員
数
に
関
係
な
く
、
年

収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
る

と
、
配
偶
者
ま
た
は
親
の
扶
養

か
ら
外
れ
て
、
自
分
で
社
会
保

険
に
加
入
し
て
社
会
保
険
料
を

支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
扶

養
か
ら
外
れ
る
方
が
、
勤
務
先

で
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
）
の
加
入
条
件
を
満
た

し
て
い
れ
ば
勤
務
先
で
社
会
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
国
民

健
康
保
険
・
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ち

ら
に
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
負
担

し
て
い
な
か
っ
た
社
会
保
険
料

が
発
生
す
る
た
め
、
そ
の
分
の

手
取
り
額
が
減
る
こ
と
に
な
る

こ
と
か
ら「
１
３
０
万
円
の
壁
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　「
１
５
０
万
円
の
壁
」

先
に

記
載
し
た
壁
が
「
社
会
保
険
」

　
厚
生
労
働
省
が「
年
収
の
壁
・

支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
公

開
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
く
方
が

「
年
収
の
壁
」
を
意
識
せ
ず
に

働
け
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す

る
た
め
の
施
策
と
し
て
示
さ
れ

た
も
の
で
す
。
で
は
こ
の
「
年

収
の
壁
」
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
年
収
の
壁
」
の
意
味
を
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　「
１
０
６
万
円
の
壁
」

社
会

保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
２

０
２
２
年
10
月
以
後
、
従
業
員

数
１
０
１
人
以
上
の
企
業
（
２

０
２
４
年
10
月
以
後
は
従
業
員

51
人
以
上
の
企
業
）
で
働
く

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
は

社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

の
壁
で
あ
る
の
に
対
し
、
１
５

０
万
円
の
壁
は
「
税
法
上
」
の

壁
と
な
り
ま
す
。
以
前
は
「
１

０
３
万
円
の
壁
」
と
も
言
わ
れ
、

税
法
上
、
配
偶
者
控
除
の
38
万

円
を
受
け
ら
れ
る
年
収
の
上
限

額
は
１
０
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
配
偶
者
特

別
控
除
と
し
て
配
偶
者
の
年
収

１
５
０
万
円
ま
で
同
額
の
38
万

円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
年
収
１
５
０
万
円
を

超
え
る
と
控
除
額
が
減
っ
て
い

く
こ
と
か
ら
「
１
５
０
万
円
の

壁
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

※
満
額
控
除
を
受
け
る
に
は
、

控
除
を
受
け
る
人
の
所
得
が
９

０
０
万
円
以
下
（
自
営
の
場
合

は
収
入
か
ら
経
費
を
引
い
た
額
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
給
与
収
入
１

０
９
５
万
円
以
下
）
等
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
公
開
し
た

「
年
収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ

　
既
に
ご
案
内
を
し
て
い
る
通

り
、
当
所
は
、
全
国
各
地
の
後

継
者
問
題
を
解
決
す
る
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
イ
ト
「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ

（
リ
レ
イ
）」
と
連
携
し
、
小
田

ケ
ー
ジ
」
で
は
、
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
認
定
に
お
い
て
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
短

時
間
労
働
者
で
あ
る
被
扶
養
者

に
つ
い
て
、
一
時
的
に
年
収
が

１
３
０
万
円
以
上
と
な
る
場
合

に
は
「
人
手
不
足
に
よ
る
労
働

時
間
延
長
等
に
伴
う
一
時
的
な

収
入
変
動
で
あ
る
旨
の
事
業
主

の
証
明
」
を
添
付
す
る
こ
と
で
、

原
則
と
し
て
連
続
２
回
ま
で
を

上
限
と
し
て
迅
速
な
被
扶
養
者

認
定
を
可
能
と
す
る
と
し
て
い

ま
す
。（
令
和
５
年
10
月
現
在
）

効
率
的
な
働
き
方
の
選
択
が
で

き
る
よ
う
「
年
収
の
壁
」
の
意

味
を
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
情
報
提
供
）

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

原
箱
根
地
域
の
特
設
サ
イ
ト
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
」
は
、
引
渡

し
事
業
者
が
掲
載
に
関
す
る
取

材
・
撮
影
・
記
事
制
作
・
広
報

　
ト
ラ
ッ
ク
で
の
荷
役
作
業
時

に
お
け
る
安
全
対
策
の
強
化
の

た
め
に
、
労
働
安
全
衛
生
規
則

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
令
和
５

年
10
月
１
日
よ
り
、
昇
降
設
備

の
設
置
お
よ
び
保
護
帽
の
着
用

が
必
要
な
貨
物
自
動
車
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
、
運
転
席
か
ら
離

れ
て
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー

を
操
作
す
る
場
合
に
お
け
る
、

原
動
機
の
停
止
義
務
が
除
外
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
２
月
１
日

か
ら
は
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
の
操
作
を
行
う
労
働
者
に
対

し
、
操
作
業
務
に
係
る
特
別
教

育
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
労
働
者

な
ど
の
費
用
の
負
担
が
な
く
無

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
手
続
き
に
要
す
る
資
金

や
承
継
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
悩

む
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
取

り
組
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
既
に
、
特
設
サ
イ
ト

に
は
、
当
所
の
複
数
の
会
員
事

業
所
が
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
当
所
で
は
、
事
業
譲

渡
希
望
者
や
後
継
者
候
補
へ
の

事
業
承
継
・
創
業
支
援
や
融
資

な
ど
本
業
支
援
を
実
施
し
、
ｒ

ｅ
ｌ
ａ
ｙ
を
運
営
す
る
㈱
ラ
イ

ト
ラ
イ
ト
と
双
方
で
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の

連
携
は
、
自
治
体
と
は
多
数
あ

り
ま
す
が
、
商
工
会
議
所
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
当
所
が
初
と

な
り
ま
す
。「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
」

特
設
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
当
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

が
継
続
し
て
業
務
に
あ
た
る
場

合
に
は
２
月
ま
で
に
特
別
教
育

を
受
講
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

関
係
業
務
を
行
う
事
業
主
の
皆

様
は
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
上
記
の
特
別
教
育
に

つ
い
て
、
９
月
末
時
点
で
は
、

小
田
原
箱
根
地
域
に
お
い
て
は

当
所
会
員
で
あ
る
小
田
原
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
て
受
講

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。（
開

講
予
定
日
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
小
田
原
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
ま
で
直
接
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

　
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

働
く
人
の
尊
厳
や
人
格
を
傷
つ

け
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
、

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
業
績

や
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
な
ど
、

こ
れ
を
受
け
た
人
ば
か
り
で
な

く
、
周
囲
の
人
や
、
企
業
に
も

大
き
な
損
失
を
与
え
る
も
の
で

す
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
法
が
全
面
施
行
さ

れ
、
中
小
企
業
に
対
し
て
も
雇

用
管
理
上
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
基
本
的
な
知
識
、
具
体
的
な

防
止
対
策
と
事
後
対
応
な
ど
に

つ
い
て
、
労
働
法
の
専
門
弁
護

士
（
使
用
者
側
）
で
あ
る
講
師

か
ら
、
講
義
と
あ
わ
せ
、
事
例

を
用
い
て
の
解
説
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
東
京
商
工
会
議
所
が
主
催
す

る
ラ
イ
ブ
配
信
型
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
並
び
に
通
学
研
修
が
、
当

所
の
会
員
で
あ
れ
ば
、
東
京
商

工
会
議
所
の
会
員
料
金
に
て
受

講
可
能
で
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
研
修

講
座
は
約
３
０
０
タ
イ
ト
ル
が

あ
り
当
所
の
会
員
で
あ
れ
ば
概

ね
50
％
の
割
引
価
格
で
の
受
講

が
可
能
で
す
。
こ
の
割
引
価
格

は
、
現
在
（
９
月
30
日
現
在
）、

県
内
で
は
、
当
所
と
横
須
賀
商

工
会
議
所
の
会
員
の
み
が
受
講

で
き
る
も
の
で
す
。
自
社
の
従

【
日
時
】

12
月
１
日（
金
）

13
時
30
分
か
ら
16
時
00
分
ま
で

【
場
所
】

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内
容
・
講
師
】

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

対
策
と
事
後
対
応

小
山
博
章
氏
（
第
一
芙
蓉
法
律

事
務
所
　
弁
護
士
）

【
対
象
】

経
営
者
、
管
理
監
督
者
、
人
事

業
員
研
修
の
一
環
に
ご
利
用
を

検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
研
修
内
容
、
申
込
方
法
の
詳

細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
会
員
特
別
料
金
適
用
の
た
め

に
は
、
当
所
経
由
で
の
申
込
み

が
必
要
で
す
。

労
務
担
当
者
、
又
は
関
心
の
あ

る
方
　
１
０
０
名
（
申
込
先
着

順
）

【
費
用
】

無
料

※
お
申
込
み
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡

ご存じですか？

「年収の壁」
事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

まいわい 櫻井　剛 小田原市栄町
2丁目8‒15 B1-103 080-6792-2056 飲食店・ラーメン屋

MAI CAFE トラン スン トゥイ 小田原市本町2丁目2‒5 080-4815-3220 カフェ

㈱GOLKANO. 宮原真理 東京都足立区六町
4丁目4‒35-1001 03-5851-8681 ゴルフキャディの育成・手配、ゴルフイベントの企画・運営

早雲法律事務所 赤沼　洋 小田原市栄町
2丁目1‒27 4F 0465-44-4777 弁護士・法律事務所

㈲三井電気 田中　旭 小田原市曽比
1341 0465-36-5951 電気工事業

箱根屋島 竹村竜市 足柄下郡箱根町
元箱根107‒1 0460-83-9600 飲食店

㈲輝関 関野惠介 小田原市南鴨宮
3丁目4‒18-103 0465-20-5656 保険代理業

㈱ウェックス 渡辺淳司 小田原市扇町
1丁目25‒21 0465-20-7188 消防設備点検工事、防災物品納品

㈱みんなの家 若林光成 足柄下郡箱根町
湯本206 090-3965-5175 居酒屋・シェアハウス経営

㈱ユニアス 秋元英子 小田原市鬼柳
138‒25 0465-38-0101 人材派遣業・建設業

㈱ＫＴＲ 堀口滉太朗 小田原市蓮正寺
134‒23 0465-20-8181 建設業・不動産業

㈱遠藤塗装 遠藤洋四男 小田原市城山
2丁目20‒1 0465-32-3180 塗装工事業

令和５年８月16日～
10月15日までの入会の方新しい会員さんです

ト
ラ
ッ
ク
で
の

荷
役
作
業
時
に
お
け
る

安
全
対
策
の
強
化
の
た
め

「
労
働
安
全
衛
生
規
則
」の

 

一
部
が
改
正

事
業
承
継
の
特
設
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

へ
是
非
ご
登
録
を

「
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
」

従
業
員
研
修
の
一
環
に

会
員
特
別
価
格
で
の
受
講
可
能

東
京
商
工
会
議
所
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
？

神奈川県
職場のハラスメント対策講演会
「職場のハラスメントの
　　防止対策と事後対応」

（12月１日開催）

事
業
承
継
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

メ
ル
マ
ガ
会
員
募
集
中
！　
補
助
金
情
報
等
配
信
中
で
す
。
詳
細
は
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
月
号
の
青
年
部
広
報
紙
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

い
つ
も
皆
様
の

 

頼
れ
る
企
業
で

  

あ
り
続
け
た
い

ishibashi printing

石橋印刷
〒250-0876 小田原市中新田9-3   E-mail／info@i-print.jp

Ｔｅｌ．0465-47-9171㈹
Fax.0465-48-2411

い
つ
も
皆
様
の

事
業
繁
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×
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×
×
×
×
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×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
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̶ 管内定期情報 ̶
調査項目 調査月 数　値 対前月比 対前年

同月比
資料
提供

小
田
原
市

人　口 9月1日
現　在 186,505 人 △ 129 人 △ 946 人 小

田
原
市世帯数 9月1日

現　在 84,425 世帯 3 世帯 758 世帯

箱
根
町

人　口 9月1日
現　在 10,967 人 △ 23 人 △ 32 人 箱

根
町世帯数 9月1日

現　在 6,444 世帯 △ 13 世帯 95 世帯

求
人
求
職
状
況

求人
倍率 8月分 0.81 0.03 0.13

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有　効
求人数 8月分 2,521 人 47 人 440 人

有　効
求職数 8月分 3,127 人 △ 37 人 47 人

天 守 閣
入場者数 8月分 53,048 人 14,929 人 2,584 人 小田原市

観光協会

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」

の
松
尾
　
駿
氏
が
登
場
し
ま
す
。

温
泉
と
紅
葉
を
楽
し
め
る
こ
の

季
節
、
箱
根
観
光
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
箱
根
湯
本
観
光

協
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

【
お
問
合
せ
】

箱
根
湯
本
観
光
協
会

☎
０
４
６
０（
85
）７
７
５
１

　
11
月
３
日
、「
第
70
回

箱
根
大
名
行
列
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。（
主
催

：

箱

根
湯
本
観
光
協
会
）

　「
箱
根
大
名
行
列
」
は

昭
和
10
年
、
箱
根
湯
本
で

温
泉
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
時
に
始
ま
り
、
太
平
洋

戦
争
中
は
一
時
中
断
し
ま

し
た
が
、
戦
後
は
、
11
月
３
日

に
毎
年
、
箱
根
湯
本
温
泉
郷
で

開
催
さ
れ
る
箱
根
の
秋
の
風
物

詩
で
す
。

　
行
列
の
規
模
は
コ
ロ
ナ
禍
前

に
比
べ
て
縮
小
し
、
コ
ー
ス
等

も
一
部
変
更
し
ま
す
が
、
４

年
ぶ
り
に
温
泉
場
（
滝
通
り
）、

国
道
１
号
（
箱
根
湯
本
駅
前
通

り
）
を
賑
や
か
か
つ
厳
か
に
進

み
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
小
田
原
市
出

身
の
俳
優
の
柳
沢
慎
吾
氏
と
箱

根
町
出
身
の
お
笑
い
コ
ン
ビ

　
工
業
も
の
づ
く
り
部
会
（
部

会
長

：

原
　
正
樹
氏
）
は
、
小

　
商
取
引
ト
ラ
ブ
ル
、
税
務
関

係
、
補
助
金
獲
得
な
ど
、
経
営

課
題
を
９
分
野
の
専
門
家
に
無

料
で
相
談
で
き
る
「
事
業
者
向

け
無
料
経
営
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
電
話

に
て
ご
予
約
を
お
入
れ
く
だ
さ

い
。

【
参
加
予
定
専
門
家
】

●
弁
護
士
（
商
取
引
ト
ラ
ブ
ル
、

各
種
法
的
手
続
き
、
契
約
内
容

の
確
認
な
ど
法
律
全
般
）

●
社
会
保
険
労
務
士
（
年
金
、

田
原
箱
根
大
博
覧
会
２
０
２
３

の
企
画
に
て
「
も
の
づ
く
り

体
験
教
室
」
を
８
月
17
日（
木
）、

23
日（
水
）、
29
日（
火
）に
当
所

会
議
室
に
て
開
催
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
現
代
の
も
の
づ

く
り
と
伝
統
工
芸
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
地
域
の
魅
力
・
も
の
づ

く
り
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い

た
だ
こ
う
と
企
画
を
し
ま
し
た
。

　
17
日（
木
）は
、
森
や
木
の
良

さ
を
伝
え
る
、
地
域
の
製
材
業

者
が
結
集
し
た
若
手
団
体
「
小

田
原
林
青
会
」
に
よ
る
木
工
作

体
験
。
製
材
業
の
皆
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
お
道
具
箱

を
製
作
し
ま
し
た
。
製
作
後
、

会
議
所
会
館
内
の
木
質
化
さ
れ

た
箇
所
を
見
学
し
木
材
が
ど
う

い
っ
た
所
で
利
用
さ
れ
て
い
る

社
会
保
険
、
助
成
金
、
雇
用
関

係
な
ど
労
務
全
般
）

●
税
理
士
（
記
帳
・
申
告
手
続

方
法
、
消
費
税
、
事
業
承
継
な

ど
税
務
全
般
）

●
行
政
書
士
（
事
業
に
必
要
な

許
認
可
の
申
請
手
続
、
相
続
、

遺
言
な
ど
）

●
土
地
家
屋
調
査
士
（
境
界
問

題
、
測
量
、
登
記
な
ど
）

●
宅
地
建
物
取
引
士
（
不
動
産

全
般
の
諸
問
題
に
つ
い
て
）

●
中
小
企
業
診
断
士
（
補
助
金

獲
得
等
経
営
計
画
策
定
に
つ
い

か
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
23
日（
水
）は
、
㈱
露
木
木
工

所
に
よ
る
寄
木
コ
ー
ス
タ
ー
作

り
体
験
。
寄
木
細
工
の
歴
史
や

木
工
職
人
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的

存
在
で
あ
る
県
工
芸
技
術
所
に

つ
い
て
、
同
部
会
の
露
木
清
勝

副
部
会
長
が
解
説
。
そ
の
後
、

色
や
形
の
違
う
材
を
並
べ
て

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
を
行
い
ま
し

た
。

　
29
日（
火
）
は
、
金
属
工
作
。

曲
げ
加
工
機
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
使
っ
た
打
刻
機
を
使
っ
て
、

自
分
の
名
前
を
刻
ん
だ
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
リ
ッ
プ
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

　
体
験
を
通
じ
て
将
来
の
担
い

手
で
あ
る
小
中
学
生
に
、
も
の

づ
く
り
の
魅
力
を
発
信
し
た
３

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

て
）

●
不
動
産
鑑
定
士
（
不
動
産
の

価
格
、
家
賃
、
地
代
、
売
買
、

不
動
産
の
活
用
）

●
司
法
書
士
（
会
社
・
法
人
登

記
、
不
動
産
登
記
、
裁
判
所
手

続
書
類
、
成
年
後
見
）

【
日
時
】

11
月
14
日（
火
）
10
時
〜
16
時

予
約
時
間
　
10
時
〜
／
11
時
〜

／
13
時
〜
／
14
時
〜
／
15
時
〜

（
相
談
時
間
　
約
40
分
）

【
会
場
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

２
階
　
大
会
議
室

【
対
象
】

小
田
原
箱
根
地
区
で
事
業
を
営

む
商
工
業
者

【
参
加
費
】

無
料

【
企
画
】

　
貴
社
の
チ
ラ
シ
を
こ
の
当
所

会
報
に
同
封
し
、
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
会
員
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
当
所
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
ご
利
用
料
金
】

Ａ
４
サ
イ
ズ

 

３
０
８
０
０
円
（
税
込
）

Ａ
３
サ
イ
ズ

 

４
８
４
０
０
円
（
税
込
）

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
課

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

金
融
庶
業
部
会

【
協
力
】

西
湘
士
業
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

神
奈
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

【
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部
　
経
営
支
援
一
課

（
担
当

：

藤
田
・
飯
田
）

☎
０
４
６
５（
20
）９
４
４
１

　
小
田
原
市
の
西
部
、
箱
根
の

入
り
口
に
あ
る
、
板
橋
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
昔
、
板
橋
の

旧
東
海
道
沿
い
に
は
、
屋
根
屋
、

大
工
、左
官
屋
、石
屋
な
ど
「
板

橋
の
職
人
だ
け
で
家
が
建
つ
」

と
い
わ
れ
た
ほ
ど
多
く
の
職
人

が
暮
ら
し
て
い
た
歴
史
あ
る
地

区
で
す
。
今
で
も
、
街
を
散
策

す
る
と
蔵
作
り
の
家
や
城
下
町

を
潤
し
て
き
た
小
田
原
用
水
な

ど
を
見
る
事
が
で
き
、
歴
史
あ

る
町
の
風
情
と
そ
の
暮
ら
し
を

感
じ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
板
橋
で
有
名
な
も
の

に
、
毎
年
１
月
と
８
月
の
23

日
・
24
日
に
開
催
さ
れ
る
、
板

橋
地
蔵
尊
の
大
祭
が
あ
り
ま
す
。

地
元
で
は
「
お
地
蔵
さ
ん
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
お
祭
り

で
す
。
地
元
で
育
っ
た
私
も
幼

少
の
頃
、
年
に
２
回
あ
る
お
地

蔵
さ
ん
が
楽
し
み
で
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
旧
東
海
道
沿

い
に
露
天
が
並
び
、
た
く
さ
ん

の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。「
お
地

蔵
さ
ん
」
で
は
、
故
人
の
た
め

の
ロ
ウ
ソ
ク
上
げ
も
有
名
で
す
。

地
蔵
尊
の
堂
内
に
い
る
と
「
◯

月
△
日
　
お
ろ
ー
」
と
言
う
大

き
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
ロ
ウ
ソ
ク
を
上
げ

る
世
話
人
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い

て
、
こ
の
地
域
の
風
習
で
大
祭

の
日
に
故
人
の
命
日
に
対
し
て

ロ
ウ
ソ
ク
を
上
げ
先
祖
を
供
養

す
る
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
有

名
な
言
い
伝
え
に
、
大
祭
の
日

に
３
年
続
け
て
お
参
り
を
す
る

と
亡
く
な
っ
た
身
内
の
方
と
瓜

二
つ
の
顔
の
人
に
出
会
え
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
橋
に
は
、
電
力
王
と
呼
ば

れ
た
実
業
家
、
松
永
安
左
エ
門

の
邸
宅
で
あ
る
「
松
永
記
念
館

老
欅
荘
」
や
両
側
か
ら
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
に
竹
林
が
茂
り
、
心

地
よ
い
散
歩
道
で
あ
る
「
竹
の

小
径
」、
明
治
の
元
勲
　
山
縣

有
朋
の
終
の
棲
家
で
あ
る
「
古

稀
庵
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
秋

も
深
ま
り
、
街
を
散
策
す
る
の

に
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
是
非
、
皆
様
も
、
歴
史
あ

る
小
田
原
　
板
橋
を
訪
れ
散
策

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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「
職
人
文
化
が
薫
る
街

板
橋
地
区
」

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

 

大
川 

修
平

職
員
コ
ラ
ム

8/17　「木工作体験」

8/23　「寄木コースター作り体験」

8/29　「金属工作体験」

箱
根
大
名
行
列

が
開
催（
11
月
３
日
）

第
70
回

歴
史
を
感
じ
る
街
並
み
の
旧
東
海

道
の
板
橋

心地よい散歩道「竹の小径」

皆
様
の
ご
利
用
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

会
報
同
封

　
サ
ー
ビ
ス

会
員
限
定

ものづくりの魅力を発信

工業ものづくり部会企画

「ものづくり体験教室」
を開催しました

2023小
田
原
箱
根
大
博
覧
会
事
業

　
事
業
者
向
け
無
料
経
営
相
談
会

　
を
開
催
し
ま
す 

（
11
月
14
日
）
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